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小学校６年間で学ぶ内容その中での算数ミニマム・ラーニング（最重要単元）

授業をしていると，とかく今やっている単元ばかりに目が行きがちで，学年を通した学
びを気にかける余裕が生まれません。昨今は教科書の厚みが増していて，子どもたちは
大変な状況です。そこへ近年はＩＣＴの活用やコロナの影響で学校の勉強も猛スピード
ですから，それに追いつけ追いこせとやっていると，子どもたちが理解できぬまま前に進
んでしまうことも・・・

「算数ミニマム・ラーニング」は，文字通り怒涛のように押し寄せる算数の勉強の中身
を精査し，ここだけは学んでおきたいというポイントを，学年ごとに選び抜いたものです。

算数の学びの「ドコに気を付ければいいの？」が気になる方に，また特別支援学級・
学校でがんばっていらっしゃるお子さまが「ナニを学ぶべきなのか」と，先生方の進め方
方の一助になれば幸いです。なおこの表は，水道方式をもとにした研究会「遠山真学塾
のホームページからダウンロードしたもので，私たちが考える内容に近い物です。

＊「ミニマム」とは、最低限・最少量を意味する言葉で、英語 の「minimum」が語源の
カタカナ語です。つまり算数ミニマムとは，その学年で最低限身に付けたい内容＝最
重要単元となります。 .
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は３学期に学習する内容です。 は同時期に複数学年で学習する内容 は同時期に３つの学年で学習する内容です。
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この表を見てもらうと分かるように3学期に複数学年で学習する内容がいくつかあり
ます。

3学期で2つの学年で学習するもの・・・・時刻と時間に関する内容・1，2年

大きな数に関する内容・1，2年

形や立体に関する内容・1，2年

そろばん・3，4年

3学期で3つの学年で学習するもの・・・・文章題を図に表して解く内容・1，2，3年

そのばん以外は上の表で☆☆☆学んでおきたい内容（最重要）や☆☆余裕があれば

学んでおきたい内容（重要）です。その中でも一番は，3つの学年で学習する「文章

題を図に表して解く内容」次に「時刻と時間に関する内容」，「大きな数に関する内

容」と続きます。そこでこの実践講座の内容比率を

①文章題を図に表して解く内容についての実践 40％

②時刻と時間に関する内容についての実践 20％

③大きな数に関する内容についての実践 10％

④Ｑ＆Ａ 30％ と考えています。
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